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Z棋で盟批臨地師貧し織り
一農用地利用増進事業
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、
問
国
詰

農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
貸
し
借
り
の
申

2
万
1
0
0
0阿
、
織
は
1
万
9
9
0

L
患
が
あ
る
と
、
市
で
辻
後
初
の
設
定
。
円
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
と

や
移
転
の
計
画
関
寺
ま
と
め
た
襲
湾
総
緑
れ
を
反
安
に
決
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ

悶
倍
増
議
叫
弔
問
会
律
神
地
入
幾
梁
奈
良
令
怠
い
。

の
端
叫
森
を
姐
粧
て
淡
後
し
ま
す
a

V

閑
い
A
W
わ
せ
線
数
然

災
し
倫
り
の
綴
糊
開
が
終

γす
れ
ば
、

燃
川
嶋
川
伸
機
齢
期
仇
仰
に
泳
教
へ
滋
お
れ
、
叫
織

作
純
金
Y
い
の
心
燃
は
島
勾
ま
せ
ん
。
ま

線
的
流
動
化
終
紛
争
〈
融
綿
織
油
ア
i

ル
当
た
り
)
は
ド
畿
の
滋
り
で
す
。
議

中
的
カ
Y

2
内
は
、
機
的
問
鎗
暗
殺
(
お
お

b
ね
印
ア
ー
ル
以
上
の
綴
織
)
の
都
宮
持
庁

全
満
た
す
と
き
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
留
で
示
し
た
の
が
左
閉
山
で
す
。
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ン
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仙
、
抑
制
品
民
営
ず
宅
車

駅
齢
構
衡
に
減
数
し
た
り
mm
ベ
り

轍

輔

叫

に

た

ま

っ

て

、

室

長

讃
麟
w
る
を
あ
た
え
る
ほ
か
、
判
例
れ

鴎
闇
醐
剖
た
ピ
ン
の
磁
片
は
、
人
い
い

騒
龍
韻

M
刊
と
っ
て
も
露
で
す
。

れ
ほ
』
脳
、
本
を
き
れ
い
に
す
る

襲

仕

た

め

に

は
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宣

言

箆
翻
醐
次
だ
け
で
主
く
、
円
日
常
に
お

罰
鶴
韓
品
ゴ
ミ
を
自
ら
が
処
刑
還
す

轄
麗
噂
る
と
い
う
心
が
け
も
式
問
W

6
月
2
段
、
ク
リ
i
ン
事
務
γ

必
然
な
の
で
す
。
市
際
的
人
た
ち
も
滋
べ

進
協
議
会
に
よ
る
今
第
後
1
間
関
税
の
り
会
券
い
で
、
万
ん
告
ブ
ミ
で
汚
れ

wm綴
織
が
か
作
わ
れ
ま
し
た
。
て
い
る
の
か
兇
て
ほ
し
い
い
と
勢
総

約
制
帆
さ
む
た
プ
ミ
辻
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総
数
滋
3

脅
は
げ
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
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0掛
向
、
ト
ラ
y
ク
6
お八万
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告
h
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出
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i
ル
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ピ
ン
者
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中
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手
賀
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浄
化
の
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め
に
と
内
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協
議
一

心
に
悶
収
し
ま
し
た
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ビ
ニ
ー
ル
や
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凶
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円
の
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ま
し
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ク
リ
i
ン
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進
協
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掃
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野
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迷
惑
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ビ
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ル
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ゴ
ミ
一

遊
ん
で
い
る
農
地
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貸
し
手
に
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揚
金
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wv
検
家
機
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削
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叫
札
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千
幾
百
楠
浄
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叫
間

前
且
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甲
山
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内
容
浄
化
権
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相
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、
一
間
抽
出
、

終
一
笈
官
盤
状
況
の
総
合
的
な
検
査

す
申
込
方
法
話
話
ま
た
は
所
定
時
限

緩
で
、
閉
山
検
査
セ
ン
タ
ー
世
0
4
7
2

5
0
0人
補
以
下
的
し
獄
浄
化
措
聞
は
(
日
明
)
6
2
8
3
ま
で
お
申
し
込
み
〈
戸
川

添
常
の
係
守
市
磁
の
ほ
か
に
、
年
1
問
、
ち
い
。
採
し
い
ニ
と
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附
給
資
セ
ン
タ

公

約

護

院

の

治

議

官

需

品

1
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議
案
儲
0
4
7
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(幻
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こ
と
が
殺
締
付
け
ら
れ
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ま
す
。

2
7
5
8
へ
お
附
問
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わ
A
U
く
万
谷
い
α

水
の
大
切
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訴
え
る
ポ
ス
タ
ー

水
遭
遇
調
菌
麓
コ
ン
ク
ー
ル

6
R
I
Eか
ら
7
Hま
で
の
水
道
が
行
わ
れ
ま
し
と
。

選
筒
に
ち
在
ん
で
、
本
選
局
が
募
集
終
協
賛
に
辻
、
市
長
賞
が
汲
木
小
6

し
た
本
選
遡
問
団
幽
コ
ノ
ク
ル
的
年
の
小
林
二
一
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さ
λ
、
議
長
裁
に
筋
肉

入
滋
作
品
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決
ま
り
ま
し
た
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小
6
松
中
・
咋
険
組
問
綾
子
会
ん
、
教
府
内
紙
間
決

市
内
的
小
学
生
音
吋
隔
離
に
、
後
年
に
役
一
本
小
2
掠
:
山
総
係
く
ん
、
水
潟
市
明

じ
け
っ
て
い
る
と
の
刀
ン
ク
i
ル
に
溶
液
核
開
嶋
議
終
に
附
柄
拘
開
小
6
年
・
私
納
涼

せ
ら
れ
点
作
為
は
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獄
中
点
数
ず
け
の
1

係
冬
ん
ど
浦
湖
ふ
た
反
小
2
年

小

川
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3
8
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点
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こ
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う
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川
市
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け
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介
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木村f尊ーさん(翼手)

何
よ
り
終
か
な
閣
時
出
掛
に
総

せ
ら
れ
た

G

体
日
に
乎
悼
民

活
議
場
J

淡
を
数
多
す
る
の

も
激
惜
し
み
の
ひ
と
つ
わ

伯
母
味
日
同
ゴ
凡
ブ
と
読
書
、

そ
れ
い
こ
の
5
門
戸
山
仏
知
的

た
公
民
総
議
出
州
市
町
議
に
も

熱
恋
人
れ
て
い
る
ら

工，
Jr
浮
士
。

mmh
利
治
年

に
は
料
品
γ
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枚
術
庁
長
官
裁
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受
賞
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ト
八
夜
仲
お
ま
れ
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電子顕徹鏡の罷究で

紫輯護章を受講ま

を
や
め
た
人
者
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間
関
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年
金

ι潟山部川出

入
す
ベ
念
入
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、
州
出
入
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続
き
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し
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な
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割
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占
急
手
続
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し
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ぢ
い
ω
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者
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口
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午
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送
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有
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守

申

し

込
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篭

慈

饗

タ
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体
獄
事
喜
後

障
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ン

タ

i
ま
で

体

付

絃

惜

8
0
2
4
1

身
…
穏
な
台
封
一
学
的
山
町
議

一
一
に
付
す
る
組
問
能
訓
練
、

一
斉
担
問
街
談
・
綴
錦
側
、

紬
判
断
材
マ
ザ

j
ズ
ホ
i
ム
入
閣
の
総
設

は
随
時
吋
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ギンオパ

現
況
演
は
忘
れ
ず
に

現
況
開
駒
山
性
、
間
関
仰
向
年
金
を
受
け
て
い

る
カ
が
、
削
引
き
続
い
て
年
余
世
論
耳
け
ら

鵬
臓
か
で
安
心
で
君
る
議
後
を
約
ら
れ
ま
す
む
た
だ
し
法
制
附
掠
ム
事
は
、
免
時
械
で
寸
。
同
国
民
年
余
に
抑
制
人
し
、
最
拡
貼
れ
る
か
ど
う
か
を
総
べ
る
大
切
な
手
続

官
民
し
て
く
れ
る
殴
渓
年
金
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も
し
隊
を
受
け
た
総
務
だ
け
受
給
制
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八
万
1
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以
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険
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一
九
一
叫
制
し
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れ
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で
す
。
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綾
山
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を
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年
金

途
中
て
傑
昨
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制
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め
る
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1
ぷ
州
側
、
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れ
ま
す
か
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潟
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受
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ら
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齢
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